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　呉茱萸は 『神農本草経』
1）の 中品に収載され，温補 ，

鎮痛，血流改善の 薬能を持ち，鎮痛，止瀉，鎮吐，制

酸の 目的で用 い られ 2），呉茱萸湯，温経湯，当帰四逆加

呉茱萸生姜湯 な どの漢方薬に 配合 され る 重要生薬で あ

る．呉茱萸の主要成分には ア ルカ ロ イ ドの ev ｛xham 血e3
），

m 翩 ph1♂，　ev 〔x鰤 e5），　rhetsinine6），　synephrine7 ）など，

また精油 の cv 〔xdina
），　evodbl9 ）な どが報告され て い る ．呉

茱萸に含有されて いる化学成分 の薬理作用に関する研

究で は ，交感神経作動薬として の higcrlamine，
　synephfine

に よ る強心作用
tO ），また cv α  血ne ，皿 聯 ne の 示す

体温上昇作用 ， 鎮痛 ， 特 に寒冷時 の鎮痛増強作用等が

報告 され て い る
10）．

　呉茱萸 の 基原種としては，『第十三改正 日本薬局方』

11 ）で 2 種 （ゴ シ ュ ユ Evodia　rutaecarpa 　BENTHAM，又 は

（322）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

Ev。dia　oOir；indig 恥 D の が規定されて い る、『中華人民

共和国薬典』
2｝で は上記の 2 種以外に，Evodia　b・dinieri

EbDE（＝　Evodia　rutaectzq ？a　var．　bodinieri（D ⊃ DE ）Huang）も

基原植物と して 規定 して い る ，

　これら呉茱萸 3基 原種 の 品質研究につ いては，久保

ら12tが 3種 4 検体の evodiarr 血 e と rutaecarPtne の 含量を

分析し，これらにつ いて ，抗ヒス タ ミ ン作用，抗侵害

受容作用 の 活性の 強さの 比較を報告して い る．また ，

2種 （且 川 惚 c  且 励 σ祕 飼　2検体の 成分含量及

び抗ヒス タミ ン作用の強さの時期的変化も調査して い

る．基原種や成分と薬理活性と の 関係 の 解明が徐 々 に

な され て きて い る状況に ある．

　筆者らは こ れ ら呉茱萸 3種の成分面で の 変異 の 実態

を明らかにす る ために，原植物が明確な多数 の サ ンプ

ル に基づ いた調査が必要であ る と考えた，そ こ で，呉

茱萸の 主産地である 四 川省，湖南省，貴州省にて ，葉，

花序，花，果実の 形態に基づい て ， 基原種を確認した
［3｝も の を実験材料 と して確保し た．こ れ ら基原，産地，

採集時期の明確な材料 3種 168 個体 1350 果房の

サ ン プル に つ い て ，高速液体ク ロ マ トグラ フ ィ
ー

（HPLC ）を用 い て，薬効が確認 され，且っ 結晶性が良

く，標品が入手可能な 6 成分 （アルカ ロ イド5 成分 ；

Table　1．　 Co1蓋ection 　Data　of 　Evodia　Plants　Used 　in　This　S田d

ev ・diamine，　thetsirrinC，　 rutaecarTine ，　ev ・呻   ，　S” 叩  ・

と トリテル ペ ノ イ ド 1成分 ；  （mill）を定量 し，同
・一一一

基原種内の産地間や種間で の成分変動，またそれぞれ

の 種における採集時期と成分 の関係につ い て明 らか に

した．

　　　　　　　　　　実験の 部

　 1．材料および標準品

　産地間お よび種間の 成分比較の ため に，1994 年

に採集した Evodia　rutttectcrpa （中国名 ：呉茱萸 ）42

個体 （四 川省内 の 7 産地 ）と E．肋 め吻 ∫ （中国名 ：

疎毛呉茱萸 ） 42 個体 （湖南省と貴州省 の 合計 7 産

地），および 1994 年 と 1995 年に 採集 した E，

・Oicinalis（中国名 ：石虎 ） 42 個体 （湖南省 ， 貴州

省 と四川省の 合計 7産地）を用 いた．3種は果実の成

熟時期が異な る ため，そ れぞ れ の 種 に お い て実際に生

産 の ために収穫され る時期 （E．　riuaeccxipa で は 9 月中

旬〜下旬，蕉 仂 読 吻   E．　qtha
’
）ZCttisで は 8 月中旬〜下旬）

の もの を分析し，比較した （Table　1）．

　ま た，成分 の 時期的変動を追跡するために ， 199

4 年，1995 年 の 2 年にわた っ て ，7 〜 11 月 に 採

集 した呉茱萸につ い て 定量した．ただし，E．　ruarecarpa

SeCles No 、 Localit Collectin　 Date
EvO伽 呶 α6C岬 o 　 l

　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 3

　 　 　 　 　 　 　 　 　 4

　 　 　 　 　 　 　 　 　 5

　 　 　 　 　 　 　 　 　 6
　 　 　 　 　 　 　 　 　 7

Lianghezhe皿，　Xuyongxian ，　Sichuan　prov、（四 川省叙永県両河鎮）

Shipi皿gxiang．　Gulinxian．　Sichuan　prov、（四 川省古藺県石屏郷）

Huangchang ，　Gutinxian，　Sichuan　prov．（四 川省古藺県黄場）

Banxixiang．　Youyangxian ．　Sichuan　prov．（四 川省酋陽県板渓郷）
Tiexizhen，　Ton 帥 angxla 服．　Sichuan　prov（四 川 省通江県鉄渓鎮）

Tiexixiaoxue，　Ton 琶〕iangxian，　Sichuan　prov、（四 川 省通江県鉄渓 小 学）

Hon　k。 uzhen ，　Ton　iian　xian ，　Sichuan　 rov ．（四 川省通江県洪 口 鎮）

Sep．13，1994
Sep．15，1994
Sep．15．1994

Sep．16．1994
Sep．21，1994
Sep、2L1994
Se　．26，1994

Evo め α わodi ηie厂‘ 8910U1213

糾

Liuplngcun，　Xinhuangx且an ，　Hunan　prov、（湖南省新晃県劉坪村）

Jiaoxicun ，Xinhuangxian，　Hunan 　prov．（湖南省新晃県絞渓村）

Liangg．　anzhen ，　Xinhuangxian．　Hunan 　prov．（湖南省新晃県涼傘鎮）

Jialiangshan，　Tongrenshi，　Guizhou　prov．（貴州省銅仁市架梁山）

Mataizi，　Songtaoxian．　Guizhou　prov．（貴州省松桃県馬台子）

Panxinzhen，　Songtaoxian．　Guizhou　prov．（貴州省松桃県盤信鎮）

Chadianzhen ，　Ton 　 renshi ．　Guizhou 　 rov ．（貴州省銅仁市茶店鎮）

Aug 、17，1994

Aug．17．1994
Att9．17．1994
Aug ．20，1994

Aug ．　21．1994

Aug．21，1994
Au ．21，1994

Evodia　oMcinalis 56789011111122Huangleixiang．　Xinhuangxian．　Hunan 　prov、（湖南省新晃県黄雷郷）

Chuantongxiang，　Tongrenshi，Gujzhou 　p1
’
ov 、（貴州 省銅仁市川銅郷）

Chenjiawan，　Xiu9．・hanxian．　Sichuan　prov．（四 川省秀山県 陳家湾）

Baizeichong，　Yupingxian．　Guizhou　pi
’
ov ．（貴州省 玉 屏県敗賊沖）

Zaoxi．　XinLuangxian，　Hunan　prov，（湖南省新晃県造渓）

Zhuanshuiwan．　Xinhuangxian，　Hunan　prov．（湖南省新晃県転水湾）

Ganxi，　You　an　xian，　Sichuan　 rov ．（四 川省酉陽県甘渓〉

Aug ．16，1994

Aug、20，1994
Aug ．28，1994
Aug ．28，1994
Aug ．16，1995

Aug ．16，1995

Au 、21，1995
FruitS　are 　obtai 皿 ed 　fro夏n 　6　plant9．　at　each 　locality．　All　the　plants　are 　cultivated ．
Voucher 　specimeng ．　are 　deposited　in　the　herbarium　of　Tsumura 　Central　Research　Laboratorieg．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （323）
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Table　2．　ColLcctien　Data　of 　Evodia　Plants　Examined　Scasonal　Variation　of 　ConstitucntsSize

＊

No、 Locality　 and 　Species Collecting　Date　　（LD ＋SD）／2 ＊＊ HX ＊＊ Colol・x ＊ ＊ ＊

22　　 Banxixiang、　Youyangxian，
　Sichuan　prov．

　　　（四 川省酉陽県板渓郷）

　　　　　　　　 Evodia　rutaecarpa

Aug、29，1994

Sep．16、1994

0ct．08、1994

0ct、22，1994

Nov．04，1994

2．47±0．15
2．98：辷0．18
3．18±0，33
3．19±0．20

3．34±0．29

2，07 ± 0．15

2、28 ± 0．25

2．20±0．31

2，18±0．22

2．17±0．20

2．50±0．30　　　　　　　1，72±0．15

2．99±0．24　　　　　　　2，10：ヒ0．27

3．12± 0．33　　　　　 2，13：ヒ024

3、34 ± 0，25　　　　　　　2，24 ±0，21

1）GDGDBDBRBR

23　　　Jialiangshan，　Tongrensh蜀，Guizhou　prov・

　　　（貴州省銅仁市架梁山）

　 　 　 　 　 　 　 　 Evodia　bodinieri

　　　 Jul、21，1994

　　 Aug．17，1994

　　 Aug．26，1994

．．一一．一＿一§サP二．03，1994−．．　．

YBGYBGYBDB

i乙 Huangl，i。iang，・Xi。huang・i・n，・Hunan　p… ，

　　　（湖南省新晃県黄雷郷）

　　　　　　　　 Evodia‘ofiicinalis

Jul、19，1994
Aug．16，1994

Aug．25，1994

Se　O3，1994

2．51 ± 0．15

3．68±0．71

3、97 ± 0、91
3．93 ± G．55

1、85±0，11

2．35 ：ヒ029

2，48 ：ヒ0．38

2．29 ±0．25

DGDGYBGYB

25　　Tiexizhen，　Tongjiangxian，　Sichuan　prov．

　　　（四 川省通江県鉄渓鎮）

　　　　　　　　 Evodia　rufaecarpa

Aug．14，1995
Sep，02，1995
Sep．17，1995
Qct．06，1995

0ct．21，1995

2、72 ± 0．23

333 ±022

4，D1±0、46

4，26±O．34

4、86 ± 0，55

1．82 ±0、18

2．42 ±024

2．63 ±0，24

2．57 ±0．18

2．74 ±0．20

GGRRRDDBBB

r26Banxixiang
，　Youyangxian，　Sichuan　prov．

（四 川 省酉 陽県板渓郷 ）

　　　　　 Evo4 ごα 澀 α 8cor ρα

Aug．22，1995

Sep．12，1995

Sep、25，1995

0ct．　1∫），　1995

10v ，01，1995

2．29±0，21

2．83 ± 0，18

315 ±0．28

324 ±0．40

344 ±0．87

2．04 ±0．26

2．27 ±0．19

2．46±0．22
2，40 ±〔〕，21

2、14±0．37

　 DG

　 DG

　DYBDYB
−BR

　 BR

E5「 斬＿ glT ・。9，譱面石・i・h・・ p… ．

　　　（貴州省鋼仁市木能）

　 　 　 　 　 　 　 　 Evodia　bodinieri

JL星1　16，1995　　　　199 ± Ol1　　　　　　　156 ± 0．17

Aug ，06，1995　　　　2．71±0．2弖　　　　　　1．87 ± 0、16

Aug 、18，1995　　　300 ±025 　　　　　　1．97 ± 0、16

Scp．05、1995　　　　346 ±0．52　　　　　　　2、24 ± 0．22

．旦钁 一一3ご豊1．重P54−一＿．＿＿辺 Q生0・33

DGDGYDGYBBR

28　　Huangleixiang，　Xinhuangxian，　Hunan 　pr〔）v、

　　　（湖南省新晃県黄雷郷）

　　　　　　　　 Evodia‘ofa
’
cinalis

Ju1．14，1995

Aug 、04、1995
Aug．16，1995
Sep．03，1995
Se　．10，1995

2．25±0，ll

2、61±0．23
3、19±0．66
3、72 ± 0，80

3，84±0，98

1、71 ± 0．11

1．99±0．25

2．32±045

2．47 ±0．25

2．41 ±0、35

DGDGDGYGDBR

＊
；mean ± standard　deviation（n＝30）；

＊＊ ：IJ） ：10ng　diameter； SD 二 short 　diameter； ＊ ＊ 客
： H　：height

＊ ＊ ＊＊
：G ；green ；Y ：yeUow ； B ： brown ； R ：red ； D ：dark

Fruits　arc 　obtained 　from　6　plants　at　each 　locality．　All　the　plants　arc 　culdvated ．

Voucher　specimens 　are 　deposited　in　the　herbarium　of 　Tsumura　Central　Research　Laboratories．

につ い て は 8 月〜 11 月，ε 加 4ご舵 r’，且 （荻α祕 招 にっ

い て は 7 月〜9月に採集したもの を調査した．こ れ ら

の期間はそれぞれ の 種における果実の 結実開始時期か

ら脱落時期まで の 全期 間に当た る ．1994 年は 3種

3産地各 6個体の合計 78 検体，1995 年 は 3 種 4

産地 各 6 個体の 合計 120 検体を分析 した （Table　2）．

　Table・1 と 恥 ble　2 に示 した材料 No ．1〜28 は呉茱萸

の主産地で ある 四 川省，貴州省 と湖南省の 9 つ の県ま

たは市 にお い て栽培された もの で ある （Fig．1）．

　Tables　1．2 の 中の No 、1 〜28 の材料につ い て は，そ

れぞれ個体識別 された 6個体 （6本の木）を採集対象

とした，No ．1〜2ユに つ い て は採集回数が 1 園で 各個

体か ら 6果房，No ．22 〜28 に つ い て は採集回数が 4 〜

5 回で ，毎回各個体か ら 3 果房 の サ ン プル を実験材料

とした．各個体の 6も し くは 3果房分の果実を混ぜ均

一
に して 1試料と し，また各試料を 2反復で 抽 出，分

析した．

　HPLC 分析における標準品は市販の 生薬分析用標準
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Fig、1．Localities　of 　Evodia　Plants　Used　inThis　Study

　　　］〜 28show 　locality　No、　in　Tableg．1and 　2．

品および生薬か ら単離されたも の を用いた，

　 2 ．方法

　粉末試料0．5g に 75％ EtOH 　O．1N 塩酸 30　mL を加え

60min超音波抽出した．3000 甲皿 ，10m 血遠心分離後，

上 清を 取 り
，

さ らに同抽出溶媒20mL を加え30　min 抽

出，遠心分離 し，上清 を取り，先の抽出液と合わせた．

75％ mOH 　O．1N 塩酸を加えて 正確に 50　 mL と し，そ

の
一一部を0．45mm の メ ンブラ ン フ ィ ル ターを通過 させ

，

HPLC 用 の試料 とした．

　 3 ． HPLC 条件

　 ・装置 ： 1℃ − 6A （Shimadm ）

・カラム ；　 TsKgel　oDs −80　
’
IM （4，6i，d．× 250　mm ，

Tosoh）

　
・移動相 ： CH3CN −20　rnM 　ph（即 h（nic　aCi（1−SDS ；A 液

（200 ：800 ：1．5g），　B液（900：100 ：1，5g），　B液 ；0 → 50

n 血1 ：0・→ 40％　：　50 → 80rエ血1 ：40 −
＞ 100％　； 80 →

ユ00min ：100％．

　 ・検出波長 ： 210 皿 ユ

　 ・カラム温度 ： 40°C
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Chart　l　High−perrormance　Liquid　Chromatograms 　of

　　　 Evoゴ如 rutaecarpa 　Growing　in　Sichuan　Province

　　　　Lsynephrine，　H ：limonin，皿 ： evodiamine ，

　　　 Pゾ： rutaecarpine ，　V　：rhetsinine，　VI　；evocarpine

・流量 ： 1．O　rnL ／min
・注入量 ： 15mL

　　　　　　　結果 および考 察

1 ．呉茱萸 3 種の産地間の成分変異 に っ い て

No ．1 〜 21 の材料を用 い て ，
3種 （呉茱萸 Ev’odla

徽 瞞 ， 疎毛呉茱萸且 加 伽 耽 ，石虎 E．　oPtcinalis）に

つ い て， 1種に つ き 7産地 ，
1産地につ き 6個体を分

析し，各種の産地間の 成分的変異を調べ た．そ の 結果，

いずれも 6成分 （synephrine ，　 limonin
，
　evodil 血 ne ，

Iu鵬 呻 ne ，　thetsinineと evocarTine ）す べ て が検出され

（Chart　1 ），　E．　bodbtieriと E．　oPtcinctiis も E．，ampa とほ

ぼ同様 な ク ロ マ トグラム を示 した．6 成分 の うち

ev 〔油 a  ne がす べ て のサンプルで最 も含量が高く，久保

らゆ の報告 の結果 と一致 した．

　同
．一

種内で成分 ごとに産地間の違い を見て み る と，
凸 o伽 耀 鰓 α 卿 で は

，
evOdiamine の含量は，四 川省板

渓産 （Table　1の No，4 ）は著 しく低か っ たが，そ の 他

の 産地の もの では大きな変異を示 さなか っ た（Hg，2 −

A ）．Ru蜘 e と ev（啣 ne も ev （niaminc と同様，板

渓産だけは同種他産地よ り低い含量を示 し， そ の他の

産地 のもの は大 きな変異を示さなか っ た （Fig，2 − B
，

C ）．Limσ【血 と syiiephrine に関 して は，逆に板渓産だ

けは同種他産地よ り高い含量 を示 したが，こ の 2成分

につ い て は産地間変異が大きか っ た （Fig，2 −．
　D ，　E ）．

Rhetsi血 e は産地間 の変異は 非常 に 小さか っ た （Fig．2
− F ）．ε 翩 認 α 脚 内で は，板渓産の み成分面で他 の

産地 の もの と区別された、（板渓産は葉，花序，花，果

実の 形態か ら 瓦 r聴 α 卿 と同定 され る も の である こ

とを確認した．）

（325）
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Fig．2．　Compounds 　Content：of　 Evodia　Fruits　in　Dlf免 re皿t　Localities

　　　Each 　colum 　an（1　verticat　bar　repreg．　ent 　the　mean 　value 　and 　standard 　deviation　respectively ．

　　　1〜 21show 　IGcality　No ．　in　Tables　l　and 　2．

　伽 04 ぬ φ 伽 α廊 お よび E ．・bodinieriは，共通 して，

evodiamine ，　rutamrle ．　ev 〔  伽 c の産地間で の 変異が大

きくなか っ た （Fig．2 − A 〜C ）．　Li皿 Ollirlと synqph 血 e

に つ い て は，E 　rumactziTm と同様に産地間で 比較的大 き

な変異を示 した （Fig．2 − D ，　E ）、　 Rhetsinineは E ．

runecarpa と同様に，各産地とも近い値を示 した （Fig．

2 − F ）．．

　以 ヒの よ うに，呉茱萸は同
一

種で あ っ て も成分に

よ っ て は産地間で の 変異が大きい もの も含まれて いた．

従 っ て，種を固定 したか ら と い っ て成分的に均
一な も

の が得 ら れ る とは限 らない こ とが判明 した．

　　　 2 ．呉茱萸 3 種間の 成分変異 に つ いて

　　　 Evodiε血 e と evocarpine は．　 Evodia　rutaecarpa ，1．

　　 OLOicinatts で含量が 高く，　 E．　hodinteriで は低い値を示 し

　　 た．ただし，E 　rutaecarpa の 板渓産は 瓦 加 ゴ嫌 物 に相

　　 当する 低含量で あ っ た （Fig．2 − A ，　C ）．　 Rutaecarpine

　　は E 雌 σ祕 賦 鳳   Gα脚 ，五 加 【伽 飢 の順で含量が高

　　 い 傾向を示 した．ただ し， こ の 成分 に つ い て も E．

　　 rutaecarpa の板渓産は E ．　bodinteriよ りもさ らに低含量

　　であっ た （Fig．2 − B ）．　 LiIn（血 と synep 恤 e は，ど

　　 の 種に お い て も産地間 の 変異が大きく，3種間 で の 差

　　 異は 認め られなか っ た （Fig．2 − D ，　E）．　Rhetsinineは

　　且 酌 伽 ご顔 と 且 q旗 ‘祕 な が Elπ 鰡 α 咽 よ り明らかに

（326）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

「｝：「 e A

釧　　， ． ，
・ ・一

郵：r野く∵ ∫
’

朏 、
．

°・5
　t：；惹i∴豪抄

尻匹
・ 騨 a   aψ a

　 O．oL ＿一一一一．一　 　 　 ．．．＿＿ 　 　 1 　 ．．
　 　 0　　　　 0．1

」

0．2　　　　　　0、3　　　　　　0、4　　　　　　0、5

　Synephrine（96）

0．6

「

I
ー
ト

ー
II

−E
−
II

−
I
ー
ト

ー
lI

£、．
」
　

O

9
　

　　
B
　
　　
7

0
　

　　
0
　
　　
06

　
　　
5D

　

　

O40

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

0

3
　

　

2
　

　

1
　

　

0

0
　

　

D
　

　

O

（

累）
o

≡
ユ」
儒
Oo

 
細

，

匡

ε．bod直π’eri　　卩

　　　 ・冨　 ．
　 　 。・。評　ee

ウ
　 　

’コけ
　　遡 ・
　 x　　

k／

　 B
　 　 　 ε．off’C’nal’5 ．

　　　　　’．．

　　　　 暢嗣
　　 『・i・膏 ・
　 ・。。

°
．哂
’
”．　　 Yx

　 暉　 　 、 量1　 ■　 　 　 　 聊　 　 　 xり
o　　　冷K　 x　　　

．
　　x 　　　

x
　
」

　
°．貯 　　　　s

x　　　　　 N　　　　　　　　　M　　　
x
　
x

　　 A　　　　　　ぺ　　　　　　A

E．rUtaecarpa

0．1 0．2　　　　　 0．3
Evocarpine（96）

o．4
」
50

」

11 ．、 「

． 111
謦1．。
1・・8 ！
コ

：：罰

　：：：L−一

A

ε of猷‘‘ηa 鞭5 ‘π嘗42丿

勧 ‘π冒42丿

ε．航 aec 叩 a‘η一4

一

！
　 　 　 0．0

　−　@　黶@　一@一　　一　D　　　一 　　　一　＿

　　．　． O．1　　　　　　　　　0．2　　　　　

　　　0．3 　　　Syne

而ne

％
）

o4

　
Eア1k

・sl

＊　　． 否゚

5 正

． offic而 量o・4　E ．b。

nieri
n − 42丿 li 紅±．

　

O0　

　

0 ． 1L 「 04B

ﾃ尺ltaecarp ∂

ηi42 丿 0，2　 　

　　0 3

oca
叩

ine

（％
）

o
．
4o

．
5

．」

I
I
「

．
− ー

DrI

「

ー

ト
ー

Iu

5。
篇
蕘羌

σ

・

§
聖
蟇

。
・
削

C

ズ｛ｨ　@
κ
判

義 ♂ 篤 ・ 臨 x 〜瓦茗鼡

a ψ

a   雌 r［ 　　　　　　　　K　スAO ．oL＿　0　　　

　 0 ． 2 　　　　 C、4　　　　　0齟6　　

　　0 、
8

　　　　1 　　　　　　　　 R
tsine

（ ％）國・鬯　．．塵・　　E．offi

結
r
訪
5

．’圃暉8

@ ■ ■　　　　　鬮
D 　　●　・　■　偶量
　 鹽　・　・　　　■　　．
@ 　匿■■　國　　6 　　　ロ　　　　　4

　　00e　　　　δ
　

　
。

　リ　　ロ　

　ウ　　　ウ リ　　

　　’
T　ロ　　　ロ　　：　　c 門、ゆ呂発b 。 d，η勧 1． 2　　　1．4iL ．． Fig．3 ． 　Scatter　D

grams 　 of　Compounds　 Contents 　of 　Evodia　Fmit

　 　 　×：Evodia厂ntae ‘ ・ arpa （Nos．1〜7　in　Tab

　1 ） 　　○．E ．　bedinie 厂 i （Nos、8〜14　in　Table　

j
．

　
　
　

醒
：
正
i
，
oM

nalis

　
（

Nos

．
15

〜
21

　
Table

　
1

）
，

　

@ 　 　　

0 　 　 　
　 0 　ヨ　　　　　

ヒ　　　　 　　 　 （零）9
＝W匸

  三》国 吋誌 2 ） 。。 L ． 　O ．O 　　

　 O ，2 高い値を示した（Fig．2 −F ） ． 　久保らの報告

は 呉 茱 萸 3 種4 検体（ 中国 産 のF ＿ 捌 鵬α卿，E．　bod

ieri ，瓦（が伽α体各1検体と日本産 且醒硬α 卿 1 検体） のう

の中国産3種のevodiamine 含量はほぼ同じで，rutaecarpine含量にっいては，

E ， rutCIC ・carpa ，　 E
．

（）Oibindis ，　 E ．

bodim ’eri の順で 高い傾向 が 示され ているが 14

C本研究の結果では，ev（ ） cliamine につ いては，E．　bodinieriが他の2 種より低

量で， nltaecarpine に つ いては，　E
．

　 oOicin

y，　E．　rut
carpa ， 　E ，

odinieri の順で高い傾向を示し（Fig．2− A，　B），
　　　　　　　　÷ 、

一一＿一＿＿一一 〇．4
　　　0，6　　　　0．8　　　　1．0　　 　　 1．2 　R卜etsinine（％） 　　　　　　　　　

　　 鳳 Fig ．4．　Varia紅on 　of　Compounds　ContentS 　o

@Evodia 　Fruits

@ 　E π・r 　bars 　represent 　9 ．

tandard 　deviati ・ns ． 保らの

告とは一致しなか
った

． 　成分 による種間の変異を 見 やすくするために，2 成

ｪ ずつの散布図と平均 値 ±標準 偏 差 のグラフを示 し

（Kgs ．3 ，4 −−A 〜C ）．　Syneph 血le とlinlolli

ﾍ3 種 と も 変異が 大 きく，互いに 重な る部分が多いため（ Fig

D3 ，4− A），　syleph 血eと 1imonin の 2 成分で は，

3種の区別はできなか った．Ev （即n ¢ と rutaecarpi

で は，E ．　 bodinteri と E ．φヒ吻傭は区別
れるが，　

Drutaecalpa は 種内の変 異 が 大 きく，他 の 2 種の 間
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4 − B ）．従 っ て ，3種は こ の 2 成分 によっ て ，完全に

区別す る こ とができな いが， 種 ごとにある程度の まと

まりが み られた．Rhetsinineと ev（xdiamine の 2成分で，

3種は 明瞭 に区別 され た （Figs．3 ，4 − C ）．　 E．

rutα ecarpa は E ．　bodim
’
eri と E ．（〜fainalawに 比 し thetsir！ine

含量が低 く，ε 励
’
川 窃 は E．（pmncalisに比 し ev （xhamine

含量が低 か っ た （Figs．3 ，
4 − C ）．

　以上 の よ うに，呉茱萸 3 種は成分面 で 異なる こ とが

判明した．

　 3 ．呉茱萸 3 種における成分の 時期変動に つ い て

　呉茱萸 3種 に共通 して ，evodiamine ，　 rutaecarpine ，

ev   晒 e の含量は採集時期が遅 くなるとともに上昇 し

（Fig．5 − A 〜C ），    血 と synephne は減少 （Fig．5
− D ，E ），　 rhetsi血 e は初期がやや高く，そ の後ほぼ横

ばい の結果 とな っ た （Fig　5 −．
　F ）．こ の ような各成分

の時期的変動の傾向は 1994 年お よ び 1995 年の

2 年にわたっ て同様に認め られた （Fig，5 − A 〜 F ）．

颪 厂  oαワ α 内 で は，板 渓産は鉄渓産よ り ev（xiiamine ，

皿 taecarPt）e および ev 〔脚 血 e が低含量で ，逆に rhetsininc

と syneph 血le は高含量で あ っ たが，成分の時期的変動

として は同様の挙動を示した （Fig．5 − A 〜F ）．

　成分別で基原種 ごと に年度間の含量を比較する と，

limoniilと synephnne は 同年度の も の で もばらつ きが大

きか っ たが，ほとん ど 6 成分共通 して言える の は，E．

ruttlecarpa と颪 加 漉漉 κ で は年度間の 差がな く，良い再

現性が得 られた （Fig．5 − A 〜 F）．
一

方，ε 喚 鰄 な

で は，thetsinineを除 い て 年度間 の 差 は顕著 で あ っ た （

Fig．5 − A 〜F ）．つ ま り evodiamine ，　 rutaecarpine と

ev （脚 血 e は 94 年の方が高含量で ，  1〔血 と s．　yneph−

rineは 94 年の方が低含量で あっ た （Fig，5 − A 〜F）．

従 っ て，E．　ftt7icindis に限 っ て 95 年よ り も 94 年の方

は生育 ス テ
ー

ジが早か っ た と推定された．この推定は，

果実 の 大きさ （長径と短径 の 平均値）と色 から判断さ

れる外観上 の成熟度合 い か らも支持 された （Table　2）．

　呉茱萸 3 種中の 5成分 （evodiamine ，　 rutaecarpine ，

ev   矼r血e，　detsinineと symhrine ）は収穫時期 によ っ て，

含量が変動す る こ とが 判明 した ．Evodiamine ，

rutaecatPtne と   onin の時期変動の特徴は久保らの研究

結果 12）とも一致した，

結　 論

　本研究 の結果によ り，呉茱萸 3　E 　Evodta　rutaecarpa ，

E．（OIOicinalts ，菰 加 4伽 巖 は，種内の産地間，種間および

収穫時期で成分の変動がある こ とが判明 し
， 生薬 と し

て 品質の
一
定な呉茱萸を得る ため に は，産地，種 収

穫時期を考慮に入れ る必要がある こ とが示唆さ れた．

　また，呉茱萸は各々 の種の適期に収穫されたもの で

あるな らば ， 成分 （evodiam 血e と血 etsinine ）から基原種

を推定する こ とが可能で ある こ とが示された．今後，

こ の結果をもとに市場流通品呉茱萸の基原種を同定す

る こ とが課題 と して 残され て い る．特 に 現在局方外 の

伽 o伽 加 読膨 r‘が国内市場に流通 して い る か の確認が

必要で ある ．

　呉茱萸 3基原種は成分面で の品質の違い が示 された

が，薬効面に お い て も差異がある か を比較研究する こ

とも今後の課題で ある．
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